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87,900

計画（実績）額

122,100

今後の方向性
北アルプス地域は外国籍県民や外国人観光客が多く、新たな外国人材の受け入れも始まることから、外国人が住みやす
い訪れやすい地域を目指し、引き続き「外国人の防災対策」、「外国籍県民の生活環境整備」に取組む。
観光関係、税関係など他分野の事業と連携し、新たな取組も開始する

備考

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

① 災害多言語支援ｾﾝﾀｰ設置・運営及び外国籍県民担当者研修
会（R01.7.18（木）　大町合庁講堂）
（参加者）市町村、社協、防災関係、多文化共生ｷｰﾊﾟｰｿﾝ等
（内容）
・防災対策に関する講演・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
・先進地事例紹介、県の外国人支援策の情報提供　等
② 外国人のための防災訓練 IN 北アルプス（R01.11.20（水）　白馬
村八方文化会館）
（参加者）市町村、社協、防災関係、観光関係者、外国籍県民、多
文化共生ｷｰﾊﾟｰｿﾝ　等
（内容）
・災害多言語支援センター設置・運営訓練
・避難所体験、煙体験（簡易ﾄｲﾚ・ﾍﾞｯﾄﾞ使用、非常食試食等）
・長野県多文化共生相談ｾﾝﾀｰ出張相談会を開催

・北ｱﾙﾌﾟｽ地域初の外国籍県民担当者
会議の開催
・県下初の多文化共生相談ｾﾝﾀｰ出張相
談会を開催
・研修会参加者：市町村、社協、防災関
係、多文化共生ｷｰﾊﾟｰｿﾝ等　25名
・訓練参加者：市町村、社協、防災関係、
観光関係者、外国籍県民、多文化共生
ｷｰﾊﾟｰｿﾝ　35名

合　　　　　　計 210,000

災害多言語支援センター設
置・運営研修会

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容

外国人のための防災訓練IN
北アルプス

R01.11.20　白馬村八方文化会館で実施
・災害多言語支援センター運営訓練
・外国人の避難所体験訓練

・R01.7.18　大町合同庁舎で開催
・災害多言語支援センターに関する講
演、ワークショップ等

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

  北アルプス地域は外国籍県民や外国人観光客が多く、今後、新たな外国人材の受け入れも始まることから、
外国人が住みやすい訪れやすい地域を目指し、有効な防災対策、生活環境整備等について検討、実施する。

現 状 と
課 題

【現状】
・相対的に外国籍県民の多い地域（外国籍県民が総人
口に占める割合が高い地域）である。
・外国人観光客が多く訪れる地域である。
・入管難民法の改正により、今後、外国籍県民の増加
が予想される。
【課題】
・外国人（外国籍県民及び外国人観光客）の生活環境
等の整備が必要となる。
・人命に関わる外国人のための防災体制の整備は喫
緊の課題である。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

・発災後も継続的に多言語で情報提供する「災害多言語支援センター」の設置･運営を支援するた
め、市町村等行政職員を中心に、センターを設置・運営する際の手順や体制等について、講演や先
進事例等を紹介する研修会を開催。
・外国人に避難所体験、災害多言語支援センターを経験させる「外国人のための防災訓練IN北アル
プス」を開催
　　　① 会場月日：白馬村「八方文化センター」、11月20日（水）
　　　② 対象：外国籍県民、外国人観光客、地域住民、管内市町村担当者
       ③ 主催：白馬村　共催：地域振興局、国際課

事業期間 令和元年７月 令和元年12月

成果目標
（成果指標）

研修会参加者20名
防災訓練参加者　35名（内外国籍県民等２名以上）

実 施 機 関 北アルプス地域振興局 担
当
課

総務管理課

事 業 名 外国人のための防災対策事業
0261-23-6502

kitachi-kenmin@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提 出 区 分 令和2年4月14日
整 理 番 号 課題区分 　　　北アルプス地域振興局

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下

地　域　別 延宿泊者数 構成比 県内順位

佐久地域 230,174 22.7 1位
北ｱﾙﾌﾟｽ地域 190,566 18.8 2位

全　　県 1,012,973 100

外国人延泊者数　　　　(単位：人　％)

※ 長野県観光統計　山岳観光振興課調

市町村 外国県民 総人口 構成比 県内順位

白馬村 682 9,223 7.4 1位
小谷村 96 2,820 3.4 4位

全　県 32,937 2,073,169 1.59

　　　　外国籍県民数　　　　（単位：人　％）

※H30年12月末 国際課調


